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NPO法人 e-HCIK 設立趣旨 
 少子高齢化や医師不足、地域格差の拡大の中で、住民が均等に質の高い医療を享受するためには、医 

療ＩＴを更に発展させていく必要がある。医療ＩＴは、政府の新成長戦略において重要な課題とされているが、 

実際の運用となると、法令や通達等により制限が課されているため、地域のニーズとはかけ離れたものと 

なっている。このためITを用いた医療は法令や通達に先駆けてその効果検証を行い、地域のニーズ満たす 

ものを構築する必要がある。  

 香川県は県全体で見れば、患者数に対する医療機関の数や医師の数は恵まれている。しかし、大部分の 

医療機関は高松市など県の中心部に集中しているため、瀬戸内海の離島や山間部の患者は依然として十 

分な医療を受けにくい状況にある。また、昨今の医師不足により、離島や山間部の診療所への医師派遣の 

減少等が進んでおり、中心部と離島・山間部における医療格差は拡大している。現在、離島や山間部の多く 

の患者は、当地の診療所で治療が困難な場合、高松市などの中核病院に通院することになるが、その場合 

の身体的、経済的負担は大変に大きい。 

 そのため香川県では、離島や山間部における医療格差の是正等に向け、平成１０年から地域医療ネット 

ワークの構築に取り組んでおり、ＩＴを用いた「かがわ遠隔医療ネットワーク（Ｋ－ＭＩＸ）」を香川県の産学官 

が一体となって構築してきた。現在、Ｋ－ＭＩＸには、県内外を含め100以上の医療機関が参画し、患者紹介、 

遠隔画像診断支援、脳卒中地域連携クリティカルパス等の運用を行い、成果を上げている。 

 このように、香川県には、医療ＩＴのインフラが既に構築されており、また、産学官によるネットワークも存在 

する。さらに、これまでの１０年以上の運用実績から、人材やノウハウ等の蓄積も優れている。 

 そこで、医療ＩＴのシステム及びインフラを統合的に構築し、県民に遠隔医療やEHR/PHRを提供するための 

ビジネスモデルを考案し、それに沿った運用規定の策定を行うことによって実運用へと導くことを目的とし、 

新たな保健医療福祉社会を目指し医療ＩＴによる基盤構築を目的とした特定非営利活動法人e-Health Care  

Innovation in Kagawa（eHCIK）を設立した。 

 



NPO法人 e-HCIK 

設立年月日 平成２３年１２月２７日 

特定非営利活動法人の名称 e-Health Care Innovation in Kagawa  

代表者の氏名 原 量宏 

主たる事務所の所在地 高松市林町２２１７番地１６ 
ＦＲＯＭ香川２Ｃ 

目的 この法人は、医療・保健などで情報ネットワー
クに関与する者、ネットワークなどの情報を通
して社会に貢献する者に対して、ＩＴ・ネットワー
クなどの構築、運用、研修の支援、地域医療や
遠隔医療の情報化への支援などに関する事業
を行い、情報ネットワークを通して保健・医療、
福祉の増進、社会教育の推進、情報化社会へ
の推進に寄与することを目的とする。 

特定非営利活動分野 ① 保健、医療又は福祉の増進を図る活動 
② 社会教育の推進を図る活動 
⑫ 情報化社会の発展を図る活動 



NPO法人 e-HCIK 構成メンバー 
氏名  所属  

理事長  原 量宏  香川大学瀬戸内圏研究センター 特任教授 

徳島文理大学理工学部臨床工学科 教授   

副理事長 石田 俊彦  香川大学 学長特別顧問 

香川糖尿病支援まんでがん 理事長  

理事   桐野 豊  徳島文理大学理 学長  

理事   小西 久典  香川県医師会 理事  

理事   志賀松 邦敏  株式会社ＳＴＮｅt 常務取締役営業本部長  

理事   藤井 篤人  日本メディカル株式会社 代表取締役  

理事   尾形 優子  株式会社ミトラ 代表取締役  

監査役  松尾 裕英  四国電力株式会社総合健康開発センター 所長  

     横井 英人  香川大学医学部附属病院 医療情報部 教授  

     飯原 なおみ  徳島文理大学香川薬学部 教授  

     村尾 孝児  香川大学医学部 先端医療・臨床検査医学 教授   



香川大学・香川県のこれまでの取り組み 
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瀬戸内圏・EHR 

TV会議システム 

周産期電子カルテ Web母子手帳 

Web母子手帳 K-MIX 

H23 

周産期電子カルテネットワーク モデル事業 県単独事業 

香川医科大学（当時）との遠隔画像診断共同研究  文部省（当時） 

香川県へｉDCモデルでの医療連携システム提案 （後のK-MIX） 

JGN （高精細動画伝送）  郵政省（当時） 

四国4県電子カルテネットワーク実証実験  通産省（当時） 

かがわ遠隔医療ネットワーク（K-MIX） 県単独事業 

治験システム開発研究（自主開発）  日本製薬工業協会 
日本CRO協会 

連携融合プロジェクト （K-MIX機能強化） 文部科学省 

マンモ遠隔モデル事業 厚生労働省 

電子認証・電子署名（HPKI）を用いた大規模治験ネットワークシステムの開発 文部科学省 

国際化を踏まえた医薬品・医療機器の安全性情報の伝達に関する研究 厚生労働省 

診療情報の利用に関する研究 株式会社エヌ・ティ・
ティ・データ 

地域診療情報連携システムの標準化及び実証実験事業」 
周産期電子カルテ・モバイル胎児心拍システムの統合 

経済産業省 

JGN2、JGN2+ プロジェクト NICT、総務省 

地域ICT利用活動モデル構築事業 
「電子カルテ機能統合型TV会議システム」による     
遠隔医療ネットワーク構築事業 

総務省 

戦略的大学連携 （電子処方箋ネットワーク） 文部科学省 

連携融合プロジェクト （糖尿病地域連携クリティカルパス） 文部科学省 

社会保障カード（仮称）の制度設計に向けた検討のための実証事業 厚生労働省 

処方情報の電子化・医薬連携事業 「香川医薬連携情報共有システム」 総務省 

地域医療再生計画 厚生労働省 

日本のセンチネル・プロジェクト 
遠隔医療総合特区 K-MIXを生かした安心の街づくり 

厚生労働省 
内閣府 



かがわ遠隔医療ネットワーク(K-MIX)を生かした安心の街づくり計画が 
「地域活性化総合特区」に選定されました。 

●全国初の全件的医療ネットワーク「かがわ遠隔医療ネットワーク(K-MIX)」を活用して、遠隔診断や地域連携クリティカルパスの運用を行うとともに、 

 事業実施地域も県内だけでなく、岡山県や沖縄県などの県外医療機関にも拡大中。 

●香川大学を中心として、産業界や自治体が共同して生涯健康カルテ(EHR)ネットワーク事業の実証実験中 

●香川県下の三大学が連携して、大学病院と調剤薬局を結ぶ電子処方せんシステムを構築中。 

●妊産婦たらいまわし事案を教訓として、従来の災害・救急システムと周産期システムの統合や、基準に基づく救急患者の搬送・受入の実施と検証が 

 求められている。 

計
画
の
背
景 

特例措置・支援措置 

・遠隔診療の対象疾患の拡大(医師法第20条) 

・処方せんを電子情報として発行 

 (保険医療機関及び保健医療養担当規則第2条の5) 

・遠隔で行う調剤医薬品の情報提供(薬事法第9条の2) 

・心肺機能停止前の静脈路確保と輸液の実施 

 (救急救命士法第44条、同施行規則第条)21 

規制の特例 

財政支援 

・電子カルテ接続のための改修費用 

・地域連携クリティカルパス、電子処方せん 

 システムの活用に対する診療報酬、調剤報酬、 

 介護報酬 の加算 

・電子処方せんシステム開発、教育 

・ICカードの発行 

・クラウドコンピューティング構築支援事業 

・広域災害、救急、周産期医療システムの構築 

金優支援 
・無利子融資 

 クラウドコンピューティング構築支援事業 

 ハードウェアレンタル事業 

取 り 組 み 

遠隔医療 

・電子カルテネットワーク構築事業 

・地域連携クリティカルパス整備事業     

・ドクターコム事業 

・遠隔医療ネットワークサポート事業 

健 康 

・EHRネットワーク構築事業 

くすり 
・電子処方せんシステム 

・薬の副作用情報分析システム   

救急医療 

・広域災害、救急、周産期医療システム 

県・大学・医師会・薬剤師会・民間事業者が共同してつくる、 

遠隔医療ネットワークを生かした、安心して生活できる医療環境の構築 





   かがわ遠隔医療ネットワーク（Ｋ－ＭＩＸ）をベースとして、電子カルテネットワーク、広域災害救急医療ネットワーク、
医薬連携ネットワーク及び地域医療福祉連携ネットワークを結ぶことにより、医療機関等の連携体制と情報の共有化 
を推進し、生涯健康医療情報データベース（ＥＨＲ）の基盤を構築する。 

かがわ遠隔医療ネットワーク 
Ｋ－ＭＩＸ 

、 

電子カルテネットワーク 

、 

医薬連携ネットワーク 

広域災害救急医療ネットワーク 

生涯健康医療情報データベース（ＥＨＲ） 

、電子 

県民  

薬局・薬剤師会 

医療機関・医師会・地方自治体 

消防機関・地方自治体 

民間事業者 、 地方自治体・介護事業者 

地域医療福祉連携ネットワーク     

NPO法人 e-HCIKの事業概要  

１．医療情報関連ネットワークシステムの構築支援事業 



２．生涯健康医療情報（ＥＨＲ）データベースの構築事業 

Ｋ－ＭＩＸを中心とする保健医療関連のネットワークが有効に構築されるよう、設計や運用をユーザの立場にたって行い、 
医療ITのシステム及びインフラを統合的に構築し、本ＮＰＯ法人の自立を確立するとともに、県民に遠隔医療やEHR/PHR 
を提供するためのビジネスモデルを考案し、それに沿った運用規定の策定を行うことによって実運用へと導く。 

NPO法人 e-HCIKの事業概要  



NPO法人 e-HCIK 目指すもの 

地域の為に充実した医療・ヘルスケア 

遠隔医療ｻﾎﾟｰﾄ事業 医療ネットワーク構築運用事業 

• 遠隔医療ネットワーク 
• 地域医療連携ネットワーク  
• 地域連携クリティカルパス 
• 医薬連携ネットワーク 

• Web生涯カルテ 
• 社会保障カード 
• Web母子手帳 
• お薬手帳 

県民の健康と長寿 

医療格差の除去 

地元企業の発展 

日本および海外の 
モデルとなる 


